
まえばし女性活躍定着化事業【前橋市】
事業番
号 １

地域の実情と課題

・就業構造基本調査によると、本市の管理的職業従事者に占
める女性の割合は、上昇（H24：8.3%→H29：20.6%）しているも
のの、管理職を目指す上でモデルとなる管理職女性と直接交
流する場が少ないため、機会の創出が必要である。また、市内
景況調査によれば、テレワークを実施する事業者が少ないこと
から、労働者の柔軟な働き方の推進が必要と考えられる。
・本市人口ビジョンでは、深刻な労働力不足が懸念されること
から、女性を含めた全ての人が働きやすい職場環境を整備し
ていき、労働力を確保することが課題である。

目的・目標

・働く女性のためのテレワーク入門セミナー
目的：テレワークの基礎知識や導入によるメリットを学ぶ。

実践的な研修によりテレワークスキルを修得する。
目標：１３名（当初１５名から変更） 満足度８０％

・働く女性のためのキャリアアップ座談会
目的：管理職女性との交流により、キャリアアップを目指す上

での不安や疑問を直接解決する。
目標：参加者数２５名、満足度：８０％

事業の特徴

・働く女性のテレワーク人材育成講座
市内求職中または在職中の女性に向けて、テレワークの基
礎知識や注意点の説明、ビデオ会議のツールを用いた実践的
な操作レクチャー等を行った。
・管理職女性との座談会
県内企業で働く女性を対象に、管理職女性との座談会を実
施。管理職女性と、仕事と家庭の両立や職場の人間関係など
についてざっくばらんに話し合うことで、参加者のキャリアアッ
プ等に関する不安解消を支援した。

・前橋商工会議所
広報誌や会員企業向けメルマガにて事業周知。
・前橋市産業振興ビジョン協議会
女性活躍推進法に基づく協議会。効果の検証を行う。
・群馬県
県主催事業や県内企業向けメルマガにて事業周知。
・ジョブセンターまえばし
イベント参加企業等へ事業周知。

連携団体

今後の課題

今後さらに女性活躍を浸透させていくためには、講座内容や開催
方法などを働く女性のニーズに合わせてラッシュアップし、効果的
な事業を実施する必要がある。より深い学びを実現するためには、
セミナーの複数回開催も効果的と考えられるため検討していく。

テレワークセミナーは入門的内容であり、より実践的な内容を求
める声もあった。座談会は、参加者数の目標が達成できず、また
１回限りの開催だったためアウトプットの機会がなかった。

事業の効果

座談会は出席者が目標に届かなかったが、アンケートの結果から、
おおむね高い満足度であったと判断。
座談会は出席者が目標に届かなかった。
・テレワークセミナー 満足度：８７％ 参加者：申込１３名、出席１３名
「Zoomを使う機会がなかったため経験出来て良かった」「少し自信が
出た」「不安が解消された」など
・座談会 満足度：９７％ 参加者：申込９名、出席８名
「管理職の生の声を聞けて参考になった」「前向きな気持ちになれた」
など

総事業費 ３１３ 千円

交付金額 １５６ 千円



事業の概要

■働く女性のためのテレワーク入門セミナー

求職中または就業中の女性を対象に、テレワークの基礎知識
を習得するセミナーを開催した。実際にパソコンを用いて、テレワ
ークを疑似体験することで、参加者のテレワークに対する苦手意
識の払拭や今後の就業意欲の増加を促進することが出来た。
日 時：令和４年９月１４日 午前１０時～１２時
会 場：前橋市中央公民館 ４階視聴覚室
講 師： 株式会社CSテクノ 竹政 勇輝 氏
内 容： 第一部 テレワークとは？【座学】

第二部 疑似体験しよう【実践 】
参加者：市内在住の求職中の女性、及び市内企業に勤務して

いる女性 １３人

■働く女性のためのキャリアアップ座談会

県内企業で働く女性を対象に、管理職女性との座談会を実施。
講師としてファシリテーター1名、管理職女性4名をお招きし、これ

までのキャリアや業務内容等を紹介いただき、後半の座談会では
管理職女性と、仕事と家庭の両立のコツや職場の人間関係に関
する悩み等について直接話し合うことで、キャリアアップに関する
不安解消を支援した。
日 時：令和５年２月９日 午後２時～４時
会 場：前橋市中央公民館 ３階ホール
講 師：NPO法人キッズバレイ代表理事 星野麻実氏

県内で活躍する管理職女性 4名
参加者：市内在住の求職中の女性、及び市内企業に勤務して

いる女性 ８人


